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等 6 說 ミ 至;； •陰て 
先* i このる 茲 i K? 我** 

づ對 C 原て 臁 5 に よ が 
何,？ 應？ 稿！ 史 し 於 5 り 
故 言す 中 拿’ て 來ぐ 民 文 笛 
にべ 最 i そ 吾 5 る 思し ^ 
猾; J き も の 人 S も 想？ 

ST 重？ 手； はの の 
民 之の 要 t 段 交 猶^で * t 
族 T 大 ミな 方？ 太 1 * あ 化 4 * 

が 決;； る 法 5 人 ミる に 
斯か 心し 一 並 2 が 〇 つ 
くを 部ぶ に 0 r 有？ い 

のな を マ 故； て 

釦1 す 摘 j ッ に は 

きべ 錄 f ソか 、 

世* きし ン s m 

界 ，參 えて 秘* る 令ぐ 

的 $ 考 t 以 4 密 $ 世* の 

大£ 資して 結 $ 界?： t$z 

革 t 料兮大 t 社 ミ 的 5 因 x 

命:； に 和と 員 C 大 0 が 

の 供 5 民 t 集 v 陰 5： あ 

陰; e せ， 族 了會& 謀 1 ? る 

謀？ ん た のぃ を け 

をと る 席 t 企* れ 

企* す 我 s 上 名睡と ど 

る 等“ に 5 す も 

すのは 於 だる そ 

るで 如ぃて に の 

» こ あ 何"* そ 至 V : 主 J ： 

至 匕るな の. 备 な 

备 0 る 首 k し る 

し 方？ 領！ か も 

か 法 ラが 5 * の 

に をな そ は 

就？ » fc しの 猶^ 

て て 打 今 ミ 

IT 、る 日 ミ 入无 

之^ に の 
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の 113 となった ので ある。 此の 流浪の &となった猶太人等は如何にして復讎すべきか又如何 
にして 九 猶太！ ■を 再建すべき かとい ふ 事に っいて 考えた 結果 S ' 金の 力 J 即ち 黃 金の 威力を 以 
て凡ての目的を達成するょり他に方法 *> ないと云ふ事に歸着したので6る。そこで何れの 
地に 1 b しもの も 金を 貯へ るに 良々 として 金の 爲め には 如何なる 手段 も 撰ばす、 又 如何な 
る 迫害に％ & 古 Sa れな かった ので ある 。だから 何れの 固に 於ても 彼等は 嫌 はれて 仕！！ には 
逐い 出された。 時には 殺される こと も あった。 彼の n Tl ンパス の 亞米利 加*； 4 の 如きは、 
西班牙に移住し允齡^<人が同國で屋«を受けた爲め他 |: |1む可き地を拟さんとして祀志を 
募っ て 出掛けた 一行で ある。 斯の 如く 何れの H に 於ても 屋劁を 穿け 虐待され たため t 等は 
深<此をふ<み他日目的を達成しれ暌は他の民族に對し私断しゃ5と.いふ航 ^ か纪 >»( 银 
今 深 期に なつた ので ある。 

爾来、 1 等は 詧々 として 黄金 蒐氣に あがし 允 その 結果 私 在では 世が の 富の 七费は 11 等の 
拿 中に 占められて 居る。 世^; 屈指の.^ 豪は 皆 猶太 人で ある 0 米の モ声ガ シ 、シ， フ、” 

ブタフ 11 ラ— % ゴ ，ケン ハィム、 力— ネギ |，セダグマン、アダ，4.マン*英の”スチヤィ 



ダ •ト 、モ 1, ス t ダン ユ， I {の 方 モ X ド、 7 ォ 1 ダ ド、 獨のス チン ネス 等 n - v , 軍に 富 
1 S だけでは ない or IK : の 矿 » L と 辯 護 士の九 瓿 么は猶太人でぁる。例へば匈牙利では »: 謹士 
の 九十 五 パ ーセン ト ，鬌薄 の 九十 パ ーセン トは猾 太 人で ぁる 。獨 逸で も醫師 は獨逸 人 一人 
»- 對 して ^ ^ h 八 人の 供 かで ぁ-' 紐 育では ペ辯護 士の六 割は 猶太 人で ぁる。 又 世界の 大政 治 
家の 4- にも 澤山 2> &- 0米國第ニ世九妒餌ァダムスの如きは鶫猶太人でぁる 0 其の他‘国の 
政治^ f の 氏名の 如きは 一々 51 寒に 遑か ない。 

そして 被 等は W て！ s 太! ^なる ものを 信仰して、 いる その！ it 文の 中に 次の 如き ことが 害い 
て ある 0 

r 齡 女^: は 神の 撰 民で ぁる。 他の 民 於は 魂の ない ゴィ (膝) でぁる。 

一、 世 男は 猶太^ <に 屬 すべき ものな り。 

似を 6? &; するため、猶太人は如何なる假面を蒙るも不可なし。 

一、 諸 is の ^ ®*. 趣は 悉く 猶太 人の 前に 落さる る。 



B 




なることを信じてそれに向つて碁進してゐるので 6 る0 
m t > tt 3 E ? の 冠 •か 落さる ると いふ 信 t から 先づ 帝鹪國 家の 破壤に 着手した 最初に 手を 着けた 
のが 露西亜で あつた 01 ^ 長年 月を© した i > & に 彼等の 爲めに * 帝國は 破壤 された 。そし 
て” マノフ 皇帝は 弑せ られ 、茲に 彼等の 目的は 立派に 達成せられ たので ある。 邮のレ 1 
ンの如きは全<彼等の久儡となって働ぃたのに過ぎない0次に獨逸ゃ渙太，利が歐齓ガ配で 
收れて共 »: 帝劁を破坺せられたのは種々原因はあるだろぅけれども、その最重大|^は1 
^ -^邴舻か ら脉私 ど紀した妒カダ奏妮したことにある 0 虮”邮のョクフ 81 £!, 獨がに 1 
f て- 5? いに 策動した ことな どは 見逋す ことの 出來な い 一事で ある 0 

次に彼等は英國 <>- 伊太利に手を着5たが銳印では彼等の良斯を看 5- せられてその獻利を 
献ま 、に 揮 ふこと が 出來す 、未だに その 目的を 達する ことを 得す、 しきりに 苦慮して ゐる 
又 伊太利に 纪て は飱ど 目的 達成の 域 迄 進 レだが把於ムッソ911のために九撕の坭を1 



餐に k かれ お •が ある • 

1 | 5 繫に&ばし允麥の影は繫家を辦ふ窮 «> ^ した*そして我 52 本に 1 んで 
ぎれ ^ であ气批ずはが把を松^するために次の六ヶ條に最もカ痛をいれてゐる。 

1, H C $? SIS を &晚，し 1: 6 % 藥を歐聊せしめ松騎ぁる ^ を破數 
する こと 

ニ、 歡嫩 S 朝を 識赴せしむるため势 «| 敗 »? を »= 啦すること 

11ー、蠢轰を影し艱藍の霧たる_繫をがしめ阳 

au めより 傲衡に 導く こと 

四、 1| ^ の «: 霞髮11伙の觀繁に招ずるぐ軍_ををすることに努 

% 羹< 

力す るこ^ 〇 

五、 Si かの!^ と 權 lr ある 言論 機！！ を 買收 する こと 

六、 歡 all の ^ «|> そのぎ 松 衝の 咏記を ^ 免せしむるためド取分子を 




^ Il u ょ— の si を 戴するため繫な麥を ^ ダンスゃ|||配を || せし？歡 
第 ^ ^ し、&の把|0 ?1 ^ |: <してゐる。 

彫に 裘 デ酌 ^ 影 1" 擊の繫ザ黠じてゐるので、その 1? は ?! <べ<その 

ぎ 烈と 說とは如 ^ -|1, でぁる。 «** の|^ ^ 祀四ヶ凝の §: « は九|02萬 ^ ぁるが ^ 
が”シァ器のために褽し ^ |は范に11千* ^ 封き ^ んで|0 £! に盔丨 
來 6 し 饑餓 疫病 S めに 一千 |11百萬べを5^てゐる。この ^ を券ても學が£啦歡衍 
の ！ k * には ^ に S と？ とを 85 ば u ^- « a むる 寒を 斯ふてゐるかを扯る ^ る。 

第二 マツ ソン 秘密結社 

今ょ 上 一千繫 \ ビ I ァ 罢ネブ方ドネザグの ^ に要を ^ されてから髮の和 
SR ^c i ^ o T ^s^ Tr je ^i^jji ^ ^J ^ srt i o xtl^^j^g^^^u^^ L o 
、あに彼の1なマッンン |, 1| ^ 船してす狀 |[ に黯して娶， ^ し附を ?1 へ 



竄を作 I 相互の 51 密の 連絡を 固，、 守 b 凡ゆる 手段を 講じて 世界的 大後居 を 企て この 陰謀 
遂行の 爲め 一一 は 全力* を ** げて 努力して ゐるの である 0 

彼等の 目的の 眼目は 前に％ 述べた 如く 世界に 於け る！！ 家 姐 揉を 破壊し 盡 くして 知 和 思想 
を 注入し その •一 s iu u 格る に乘 じて 黄. の 力を 以て 世界を 征服し 之を 支配して 以て 猶太 民族 
の天{*-釔らしめんとするのにある0 

批 か には マ ヲソン f 齡 Mik の！^ |!あな & ものがある0この決議害は秘中の極秘で萬一此 
を i に* した？? は秘恕 の裡 U 仲間の 者から 殺されて 仕舞 ふと 云 ふこと である。 

斯る の ものが® もな •からに も 如何にして 讹果に 知れた かと 云 ふに 去る 大正 八 年頃 米 

面に紀ける？ンン 1: "證の象" ^ ， ^ ^ て穸 ^ なかっさめその ? ? 褽の 
i 髮の &繫紀を動んで彰にぎ，£|霞に監してぃた監の ^ 地 ^ 彫-、5< 

れを 纪职で肌航いたが’配の事實を知つたマッソン社では奠大な金で之を買收して非猶太 
A £ の!! ^に衝さない獻につとめ允％のである。所が多少回收のつかなかつたのがあつたた «> 
»* 界 U 知られ n ので ある。 



X 




識者、憂國の同志に«表して共 >1 硏究し共に對策を講する铲粋とする夾斯でぁる。 

第三 米國に 於て マッソン 秘密結社 員集會 



の 席上 その 首領の なせる 演說の 梗槪 
その 一 自由 平等 友愛の 高唱 

が ¥ *? 、 和 5^四紀拟5^る歡紀を歡邮に财つたのは啦 1: が|?のことでぁる0 5<れ 

裘裝の配は^&となく职落へしあ祀されてぃるふ繫は一ぽにとび把いねを 
^ て％ると 0! 時に、 «: ^;の |1 ^ 漱し髮なる ?: ^ €を觀した‘ ^ 断黯 
の 猪 £3才な人は、此等の語 1/) 抽象的でぁ*0ことを知らぬ〇?||^の利配と祀阶とをがらぬ〇 
又 自然界 U は 平等？ 自-£の有り 5 , か參ることゃ， 6 1 - 藍^ける ? , ;: 势 ^ の.'不'染 
が自然の分法則でぁることを知ら《0 



自由、 平等、 同仁と いふ 言葉は 吾人の 牒者 •か 之を 世界の すみぐ にまで 宣傳 した。 幾千 
萬の fit 衆は* 人の AAU & じ來 备此旗を«き獮つてぃる0然るに*際は此標語 *> 到る所に 
平和と 安寧を 破 壤 し* 國家の 基礎を 顛按 して 歐米 人の ぎ覷を侵害する獅子身中の邮である， 

こ ? CA L JL 5 ， 6XX5 し 1 く a ， ? 

是れが 吾人の 勝利を 助長した とい ふことは 諸君は 後 H 首肯せ らる 、であら ラ 0 

權利 を费 する ものを 期 載して 權九 氣せ しむる ためには 吾人は 獨立 1 放と いふ 我值な 
主張を紀狭して凡ゅる勢カ ?< 對立せしめた、自由といふ抽象的な檩語は何者を民衆に典へ 
たか、 政 麻と いふ ものは ||家の持主たる人民の手代に邁ぎないか， <0 、破れた靴の如く之を 
委棄 交代せ しめる ことが 出來る もの だとい ふ 観念を 與へ た、 A 民の 代表者 …… 政府 © 交代 

ぎし^<闻に自.|を與へて或る年月 ^ に自治を許すならば放縦 *: ||れ*0に極つてゐる9其 
れか ら內！ T か 私る。 圃镰 的拟爭 も 良る。 次第に i ^ は 财乳 して 國家は 無くなる。 自由 あ 義 
にょつ ていろ くの 植ぎが ち 張せられ 要求せられ る0 從 つて 固 家と 法律との 力が 段々 に 減 
殺せられ る。 吾ん はか、 る af 家に 新!！ 和を 11 得し 么を支 1 する。 斯 くして 彼等は 自由と 我 



值 とに i て！！ { «^ を |? に§け辦すことにな.。/_は ^ ををけ§って髮 1, ^ してゃ 
るの だ、 S は 被 監に1しては »! *! く || ,: 監ぎを監するけれども、鬆の «1 では黯 
的 無言 服從 である 0 

|^の备となつたギ監繫 ^ へねばなら？とは5?1の¥ ^ 韶¥ ^ 歌=* 
其は 何 か、 AIQ 蛆 11 と擊 r を nv fflii iv ぁる。 影^' ればム M を MS にがた 

•0 ばな 〇 3とぃふことでぁる。 |! は 1^ ? , へからざ 4, でぁることを爵 ^ ^ .55ば 
なら« 0 何となれば各自の行©の «** 隹が8^ているからである0 
1の 自 *? は Sii な 溶を す ^ % では <^ ^ 獻のがど麥と & ^ 0 〇 £ $? など 
の* き 破 壞を 主張す る M 利に あるので はない。 

又 佃 人の 自由とは 烏 合の ^ 會場 で駄纪 を 弄し 自如を ^^させる衝撕ではない。^^ ^ 6 

S は繫 ■bs «* i fl ! t J A ? Q ^ - i ? v?0 x * A ! Gii % ti a c ^ llfs B3F e ^ «: 

利を 自覺 する にある もので 自己と いふ 两題 にの み沒 頭して 空想を 挪い ては なら 《0 



その ニ 無神論 物質文明 ご 金力 崇拜 

自 *7 がずし紀神を妒 »: としての四漱|胞1!|5?でぁるときは、 51 民の 21 既を|3邮すること 
なく！！ 家を 祖 歉 して 行 {ことが出來る。かる宗敎と信仰とをもつてゐるときは^^齡は挪 ±; 
に於 ける M の 褽に ^ 紀 ^ 觀せられ、¥んじて_に黠の以なる誔の气に ^ ふ 
ものである0夫れ紹に吾人は宗敎の根帶を覆へし世界人類のぅちから漱の断4どぬき^^* 
之に 代 ふる U 打算と 数理 的 要求と を 以てせねば ならぬ 0 
斯くすれば社會を指導するものは唯打算’即ち金九がみにな^紀がが财ふる概歡啦把 
樂の ために金カのみを崇拜することになる。そぅなると各國の^4^は至良に断むるため 
でもな く、 又 5 S めた めで もな く 唯 上流 社 會の齡 奢に 挪する 僧惡か ら ぎパに配歡して、!^ 

が影*繫 1, ^ , «7 めの繫^4 5" んとすることになるのだ0 

吾人は 文明 進 步と いふ 1語を以て各國民を惑はせて ^ に虹如したではないか、被則歡の 
C には 物質文明の が進步といふものなしと,ひ、1|\なる1!2.か取つて犯，理から«ぞを亂ざ 



ける 好 16 たる ことを 知らない 。嗽 紀 は 舻 <し て眞 a * の 傲 yf たる p Af の ^ 颭 にも 松 a * が 
見えない 揉に 巧みに 蔽ひか くして しま ふので ある。 

- 吾人の 世 1 統御 策は 歴史的の 經驗や 時々； の 注意ぶ かい 私察 4 らくる ものである 1 1^1 
一般の- <々は公平なる史的實驗を基礎としないで、 1; 理紀的和がを搬つて|||^に祀して 
ダ し ^ 說 航 纪をとらなぃ01れ影の职る、に !^ ざる矿如である、抓ずを益船 
に耽る *> ょい0新觀樂ど岛职するがょい、過がのを 11 に斯 »1 する *> ょい。％ « ;: “が对へれ 

る 象 ^ ? _藍 として 攀 V るが ょぃ 0 1: "は ^ 繫加 |: らて紀ぇ中_に 

獬する絕對服從を鼓吹せねばならぬ。彼等の智識此紀は於 ^ 齡に齡るがょい0 5}1^の配歡 
が 祖み 立てた 學两を ば 彼等に 應 用させる の だ。 

繫に sv p kv 見へ る鬆の r 造 v ^ vl はし 2 ばなら a 。 P 藍が ift 
•へた 盔も あった ^ 七は 紀茨盖 歡となってゐる、 ¥; んの航が紀轵ある。 




その 三 神秘的 蛇 論 

H 組に 繁したぃと邮ふのは、 51 の黑 ^ ゃ 1 ^ づぃたことで |0 8す 
Mi »i* ssu 、 5 ?ゃ術 11 !is K? r l *ftT? ^ r ^ r ^lK^§ 
at は！ s い 歡©& タガ で綠 めつ けられ 允 やぅになる の だ。 

S * 取 那 at の は ^ は擊 に祀 して 叢-し 斯る かも 知れ® •か、 を も 敢えて 恐*、 に 足 
ら a 。 阳 となれば！^ S 一千 被 も か、 つて 被 Si 似の 如げ 於く こと S 來 •なぃ 分離の 拱を は 

4 て ぁる。 の 溶 vt ば 斬の 教 だなら ざる鉻 に、 褒ぶ ~へて$を纪擊 

す る だら ラと へ K ふか も扯れ 《が、 其れに％ 準 •取が して ある。 如何なる 勇士を も戰懍 させる 

r し ^ ^ 3 br る。 ^ ^ i af u 、 i £ sf a 1 s ? lt 面の# ぎ S す *。 i r 

i ^ tt ? f s ! f は“ れて しま 5。 

妒擊、 & «< s r ものでぁる 0 !^は影给に »| 査、藍の *! ，るへ座を,る、 



目 5 に つ 政； 各 •く 

下-吾* 今？ 各？ て 治 家 座* 
吾 3 入 ミ や 吾 = 的 5 ， 
人 ミの 吾 5 の 人怎陰 てし 
は 道 f 人 ミ 重;： は 謀？ は 
世 ょ 路* のな 如* • 4 ►革ヤ 
のに 權 2 る 何** 起？ 命!' 
立 A は 力 $ 言 ミな す 主 ； 
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その 四獨载 君主 制 

i ^ sn II r る #! を ^ の g なる 斷に索した。乾 «| は |: の ^ か、？ゼゃ 
煩 問して ゐる 最中 だ、 夕べ_フ9 ズム から證 繫が だて、黯祝も黯を研みにせなぃ 
l. lf 、 轵 ?^ る |; の爵となってし1。繫の 1 は駆 ^ ぎ絜の抗射と 

& 力と を 殺ぐ％ の だ。 
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命 さみ 官 ふは 
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實 5 攻 i 家*. 
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法 そ 

WcZ iz 

治* 0 
か 吾 2 結 5 釜 
ら 人 ミ 局 t つ 
何 会 か •萬 左た 
者 J 食を 事 会、 
を卓乏 は大？ 
得* の Hi 
る 上 之 倒 i な 
こ かす 新 欠 
とらる BK 
が投 * だ 記* 
出 r げ ら考 t 
來* 與？ 5 1 
たへ ° 饞， 



人に とつて は 痛々 しい 皮肉では ないか、 何とな れば日 今の 衣食に 赴 はれる から、 saw の jj 
和を 却 职することが ^ なぃで監 ^ ^ の 1; 5に&私せられて、累な *| ^ ふを 5^ 
ことになるから だ 0 

繫 |! 1; のみが 1 の批ぞ祐1して ^ 韶のぎ鬆し、" 1 を？、穿する 
ことが で！ もの 1 gjji r ， 利 起 f 鬍 は 藍 ぁる g I l^ IT a* に ®* し 
なければならない0吾人の主君 !1 _童にょ办て定められたるものであつて、ぎぎでな 



むし 



と 5ぢ 



ろ »: 情にょつて統治する。 

m l ? M J = ^ r sl する 咐、 一如 の 紀 | ? 鬆する_として || ボを1っく阶 

b， て r? ぁる。 そして 鍪鬅 9繁を錾する。 ?! 4^の 83! 鬆55 ^ 黠 
I^ ^ ^T si 5 れ ♦〇 か 1 れ 3 。 馬の g sdf K r Bt 5^ !e7 m #? r ju;UJL 

て 自滅す る …… 吾人は 彼等を 自由に 頤使す る ことができる <5 

吾人」 とって、 5 S い甚な も $器 #! でぁる。繫で麥を ^ てゐる。 0 ^ 

抵上の恐犯にょって ^ 扣められる。 5; は511ビの «? ^ ? ぁ ^ がど歡齡どにょって配 »: 



i li 501 i してゃる こと ^ i して ある。 Hvi を斯 して 1 がに影彩 ^ む ^ な | ? 
S を 作らし める、 3 ぅする と 彼等は 日頃から佾んで 2> 6 富豪の歲を阶はぅと思つて|^ぎ 
り" 富豪の 財產を 掠奪す る ことになるの だ。 

S - んは积 if の 擊 を髮す る II ふを *? e め 歡けてゐる0 ^ が影した 5! の繫繫犯 
をます く g ける。 刃ます く 影を 彰 せしめる、 氍纪影は鬅齡に靶つ ては 船の 
却 氣 も ^ ない もの だ、奶となれば|^藍の|^を纪として的 1? |&監を 3| <> き^げる 
からで ある。 吾 ^ 1 ^は ^, 途でルて衝られない ^ 、鬆！！^9繫” 1»; け*郁 »| の|5 

M 繁の義 ，して 2 M 靈 g を i m = I か Qfs ” て 男の瑟を&ひか<さねばな 

ら 《、 而して 今 n 食料の 狭 乏は各 li et をして « でも かで も の y | たる ことを！ 5 んせね 
ばならなくする。 

5}といふものを ^ ぎけに繫するのは$の 05 ^ 髮をばド 1- ^ て も 5 ^ * t に紀 WV 
4 ねばなら 2。 露 i r R で ^ vfQ ^ — il r i sl iv ^ iib 
釈の T 間 V ある • 氍 を％ ，て ¥; んの1 ^ 紙を鬆するのだ。 

一七 
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よ 貴* し 一 
〇 族 f て般 2 
てを ゐの 
吾 = 破 tt る 人 ミ 
人; e 產 之’ 民 t 
は せ 英^は 
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地 4 むの 分 = 
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沐 5 商？ 人 艺 
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、投 i 掛* •助ぞ 
技专播 * け 長 ミ 
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を 保 8 實 5 に ， 
經へ譴 2 行？ 動 2 
て獎？ せか 
满ミ脚 びら さ 
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は 5 

ら 地* 上 z 
f ぬ租 * の 
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天 I 
下 な 
の け 
黄？ れ 
金 ミ ば 
を な 

悉 



1 ^ 繫 ^ て ^ と |1 八との紫 ^ 祀せしめ、塔藍、制 «> .既ぎ、 ||1* が、 

病毒 像 "紙、生活_等のル汾を说て你えす1^^&め&かねばならぬ*さぅなると批ぎは妒ず 

して〜男の繁ど斯轰に繫し^に ^ なくなるのでぁる。 

吾人の此治は原始亂で爲氣者は親權をかて人 ^ に||*み «; ;5^するのでぁ4 0 »! あは ** «:: 歡 
を 見る こと 父の 如 <でぁらぅ0さぅなると & は1阶先 », の ^? §< ド纪るには、か紀勒の歡奶 
と 指導と に 便 ♦〇 の 外は ない と 歡念する‘くすれば ^ と漱を ^ る ^ い影を災て 
吾が爲政者を财ぐことになる。 

その 五勞働 問題 ご 食糧 金融の 逼迫 



1 il A ^ の 手利に紹める、 #^ _政は下餍 »: 敗獪して吾人の足下に拜伏するょらんに方法がな< 
なつてしまふ’^^一の ^ には吾“はエ野家の私有資本を覆へすために家族的エ業を 
ftt p せる。 忍は ^ て 松 奶なことだ、祀となれば. £ はョシ ^ 意齡にせょ，繫の穿 
を 紀府と 取！ S U 2 C * 私する こと •かで きる から、 人民 即ち 家族 H 業 家は 無 仕事と いふ ことを 知 
ら《 、一 iw れが即 も主權に服 «? する所%である。 

&^の5^-にな 0 た贼は自斯の獻败に基づき取かを|:ゅるに課税を以てする、但し吾人 
は 幻で ある SA 齡で ある ことを? 5 れな い。} i して »5 金の 償却を 把 金 索 課から 始める のが 最 

髮 ^ あ气&ぐ艺 ^ 紀は影の备なしに’髮 ^ 歡れなし ^ 髮に航する 

断になる。 

JK JJW u au a ?: す ^ ことは 取 叙の 種 P であつ て ■,にとつては亂失である、如何となれば 
が ¥をぎ ふて?^ を 通す るから、 なに 反して 資 S ? 永 課税は 吾人は 各國 民に 對抗 する ために* 
此んの 手に 松 中して 置い 允 富を. « : 人的に 增 S ? せない ことになる。 
狀起料に猱つて斯矿する我は目下の人頭祀などょ备は篷かに多くの收入を典へるもので 



二 o 



ぁる。- <頭&などはが函野に動搖とぞ和とを起させるれめにのみ松歡なものだ01|^の 3£? 

f ii みとす ^ 以齡と ^ の «° 3とでぁる。 ^ ためには髮 ^- . ^ 齡の髮犯 

轉のた め 自分の 收入 0 1& を 截かねばなら《。 

画 S は 苦痛を 威せ ない ものから W K 3 す •へきで ぁる。 麻く すれば 5® 皆に 配す る 纪歡の狀度 
•かなくな b 、 富者を 以て 届 家財 政の 補助 者と 見做し 和 ft 4 * 安寧の 歉飢教 と ^* る やぅになる。 

影 券は i r ため" 不 ¥の ^ たることは製の盈せる ^ ぁる。ぎ|:となれば ！；|11 
人は できる 限 b 金を 一! i 通 界から 取り上げた から、 金货は 把幣 の 消 金を滿 亿すにぞらないの 
だ。 財產破 錠には 金8 から Sis を 取 b 上け て 仕舞 ふの だ、！ § は ?; 4 が^ g に 把 紀んだ も 

の だ $影ミ | : ^ げた |1 «< な& ^ 繫した。封 ^ る ^ ^ ^ 靼を财 

•かなければ ならない 破目に なつた。 此等の ik 債は^ h の% 拂で 十が iir を 乾しめ、 松る 却 
t ' Kii r s ^ r なる。 そして ^ ぞの？},に髮せられる 11 は5^の免彪と ^ 
め 富と を* ひ ia すの だ • 
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す I こ 吾 = しぃ ば勞？ 
る も 人 ミた 止" ■せ 
玉？ 分 2 の 時 i ま し 
冠 ミら 主 ミに な め 
をな 權乂 、い 、 
戴》 いは 吾 = 樣 T H ! 
く •か變 :： 人 交な 家** 
時 全ら 化 V の大？ •の 
に で窮 f 確丨 •橘？ 勢 3 
は あ 办 立之關 2 力 1 
'るな すを を < 
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航項 ►，ン ン首 衝 が 演說 4,*讀む時、 1 は影の斯雜なる船紀、所もの，^ ^ さぐお 
備確 平たる 大勇 猛 心、！ ^ 世 & の 人類を 肢良 する その 1 ^獻が紀制に »: して ^ 和始を默じ 
# ない ので ある。 

は奈 飲の 1? に ^ 藍す&なぃことを髮しながら£1 *? || 、 11 斯 

せし*、 |^^には ** |1 拓を阳はし ^ して5|爵1: 5 5 き呢に裳してぎ ^ 藍 
に 格 b 復た立つ.？55に野らし*5て世批を|^の容似せしめてその祀に槪じて ||? 

ぎ 栗を S て ;^ の黯を « 監斯の敗 ^* 歡せしめ、ー淠繫に ^ 概1の窑 

的を連成しニ千年來の ^< 害に «< 氣せんとするのが彼^|,の «, 初ょ.^の 0? »: であ5紀ぐ ^ であ 
る、 ?1 舉は，ッソン装§の叱 ^ 11* 衝としてか|4‘みつ 

、あるので ある 0 

f に :^ ， ソン 盈ぃ「髮の|5ぁる襄と |! 松の配ぃ8 ^ & する啦は ^ に 
4て最も孤ろしぃ敵でぁる」とぃ日ひ、％「要の盜になる ^ 洽は *1 你ぁる «! 轰衡お 
S 中に II しなければ なら G 」 と 云 ふて ゐる 。故に 机 等の 紀 い政らしき奶となるものは， 



鬆 ^ の ^ 、姿にょって ^ られたる ?| ? ぁ？、" ^ ゃ «!! ^ を |1 した繫 
2 »! 私に ょって 獻齡されたる配家でぁ气呢”我が大ド本矿國のそれでぁ气 

為 娶が繫 备 &,して氍に ^ <7菜しでぁるのはぎぁっては菜、 *? 

にあっ ては 我が 日本で ある。 

ゼゃ ^ *1 &髮は £| © |: ^ って|、菜を ^ て 5| 5| ^ ?ゐるので 
ぁ* 0、 に ii 娶 ^ 繫してゐる|| ^ でなぃ、クダラ »* 配をぃってゐる^*はなぃ、 
JB しく ^ を航ぃ て 歌 印の ^ ^ ^ «? とを 1 し和 ^ が彦飲 ^ 飢に.ヒッタ9 

髮して？ことを髮して轰爵&* ^ ひし盡の1すを髮して、髮1 »: % 、 ±: 

- r 心を 一にして 世界的 大 111 jj に當ら ねばなら 《 ことを 自 费せねばなら|2秋である。 

撕るに 11 ゲ 松が が Bt sl の繫 ^ るに ^ ^ し || _に髮してム不影なぽゃ和 

if や MS を ^ び 「， v ラ， ズム」 や 「デモ クラシ や 「ナンティ 力？ ズム」 等に 中鸾 して 放 縱 
に 瓜れ 淫蕩に 耽って ゐる ではない か。 



つて， 實に 大和民族の 仇敵で ぁ 0 世界 队 阶 の檯釓 あで ぁる o 殊に 吾人を して^ g に ** 1 え ざ 
らしめ 釔 ことは、 思想 •か 最も 健 實で ぁるべき ^ の 柬京 帝國 大學か ら 非® 民の 最も 多くを 出 
したと いふ 舉實 でぁる。 又 その 帝大に 敎 3 li をと つて ゐた 某々 敎授の 如きは 實 に！ jm 語同斷 で 
ぁる 。也 街の大霣火災で東京帝大の||書館がち部灰进になつた時、米國石油石、ロ，クフ 
H ラー は 都大 総長に 對し 、無線！® 信に て 何等 あ 件な しに 金 四百 萬 回を 11 書 Jg 復 象 費と して 
寄 阶 する 旨 申込んだ 。當 時の總 長 古在 博士は 直ちに 敎授會 を 開いて をを ttm した 0 その 時 
硬骨 敎授霹 锅兹 一郎 氏は 「最高 昂府の B 害 館を 米 固 人の金に ょ b て 雄 設す るのは 何故か、 
さなき たに 欺 米 崇拜の 今日 更に 大學 生を して 彼等 殊に 奶太 人の ^ 力に 叩頭せ しむる とは 何 
事 だ」 と 云 ふ 主張を して 只 一人 反對 したが、 遂に 寄， 金は 受取る こと になつたのでぁる。 

口 ックフ M ラ 1が寄酞申込の奥意 *> 奈邊にぁるかは判明しないとしても，當時，ぽに帝大 
に は 新人 會ど稱 する 一派が ぁつた、 而して 今： a の檢輋 と 彼此 對照す る 時は 思 半 か にかぐ る 
ものが ぁる。 加 之 あ 黨の 所謂 赤い 學生 達が 去る 四月 二十 七日 同校 内 講堂に 於て ri •友會 解 歎 
m 相 發氣演 說會 j なる ものを 開催して 學 51 當局 に對 し不穩 & まる 宣言 や 決議事項を 突き付 



けて 神聖なる べき® 園を 汚濁し 一時的に もせょ 騒亂の 巷に 化した と 云 ふことは «: 通す ベ か 
もざる 一大 不鮮 串で あつて 敗家將來の爲め見孩に堪えざる次第である。 

今參考 のた め學 生が 學 m 當局に 提出し た 要求 事項を 栌錄 する。 

要求 事項 

山中 湖畔の 察に 於け る 不正事件 鼦係 者の嚴 罰 要求 
11 、學 友會 理事 會の 専制 的 決 除 反對 
三， 學友會 職務 整理へ 學 生代氣 の參加 



四 

五 



><ぶ し ふ fci c l . tx*v んか 1 かくい けん 管 9 

學部 支部を 單位 とする 主 目的 全 學的の 學友會 建設 



L JL u,s/ iv 0 ,< c てつ 4 妒 

緒 方 君の 處 罰の 即時 撇 «p 

瞜 

•くと, し 黧，‘ぃ 4 て， U い 

八、 ►声 クス i 濟學 講座 設置 

九、 學內 言轚 、集 會 、研究、 組 ir su M の 自由！？ 立 



11 五 



仏 露 の* k s ? *! には 繫爲の 鬆 4 く ょ丨 1| ^ きは％装、製髮 ||' 丨 

も 被檢畢 者を 出した る ことで ある。 

5 人は 世界的 大ぞ 命を 企團 せる 猶 1 k 人の s r か * 4 * く 紐、 紀艇 して ゐるか と 紹獻 するとき 
皇國將 來の爲 の 深憂せ ざるを 得ない ので ある 0 

8ひば尤 監 r る もの «: 6 の 11 |; *: の15にデ切しく1 § ; «? して ^ 繫製运 

違算な きを 期せられ んこ とを 切菹 して この 稿を® <0 




« 箱 三年 五月 二十 B 9 B 
晒和三年五月サ五日9行 
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